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一
　
研
究
動
向

　

道
成
寺
に
は
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
『
道
成
寺
縁
起
』
絵
巻
二
軸（１
）の
み

な
ら
ず
、
相
当
数
の
古
典
籍
・
古
文
書
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
重

文
絵
巻
や
そ
れ
に
先
立
つ
説
話
お
よ
び
芸
能
「
道
成
寺
物
」
に
注
目
が
集
ま
る
あ

ま
り
、
そ
の
経
蔵
資
料
に
注
意
が
払
わ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
（
２
）。
小
稿

は
、
そ
れ
ら
を
参
看
し
つ
つ
道
成
寺
創
建
縁
起
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
う
も
の
で

あ
る
。

　

経
蔵
資
料
を
一
望
す
る
に
、
詞
書
筆
者
を
後
小
松
院
、
応
永
の
制
作
と
す
る
伝

は
十
七
世
紀
の
絵
巻
・
什
物
の
開
帳
興
行
に
お
け
る
口
上
に
遡
る
。
天（
一
六
八
一
）

和
元
年
以

後
の
諸
国
巡
見
使
来
訪
、
聖
護
院
・
三
宝
院
両
門
跡
の
葛
城
入
峯
行
の
際
に
は
、

天（
一
五
七
三
）

正
元
年
十
二
月
頃
に
由
良
興
国
寺
で
足
利
義
昭
が
披
見
し
た
と
き
と
同
様
、
重

文
絵
巻
を
披
い
て
貴
顕
を
接
遇
し
て
い
る
。
元（
一
六
九
二
）

禄
五
年
以
後
度
々
行
な
わ
れ
て
き

た
開
帳
興
行（３
）で

も
重
文
絵
巻
が
披
か
れ
て
い
た
が
、
十
七
世
紀
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
日
常
的
に
行
な
わ
れ
て
き
た
「
絵
と
き
」
で
は
模
本
が
使
用
さ
れ
る
（
４
）。

詞
書

筆
者
・
制
作
時
期
に
関
わ
る
右
の
伝
は
近
世
後
期
頃
で
も
通
説
で
あ
っ
た
と
思
し

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
重
文
絵
巻
の
絵
と
画
中
詞
と
の
部
分
的
な
不
対
応
か
ら
、

そ
も
そ
も
重
文
絵
巻
は
こ
れ
に
先
立
つ
「
原
絵
巻
」
の
模
本
で
あ
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
（
５
）、

し
た
が
っ
て
、
天
正
年
間
以
前
の
段
階
で
「
原
絵
巻
」
は
失
わ

れ（６
）、
以
後
、
重
文
絵
巻
そ
の
も
の
の
制
作
経
緯
と
は
異
な
る
言
説
が
重
文
絵
巻
を

披
き
つ
つ
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

重
文
絵
巻
修
理
完
了
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
和
歌
山
県
立
博
物
館
二
〇
一
七

年
度
特
別
展
「
道
成
寺
と
日
高
川
―
『
道
成
寺
縁
起
』
と
流
域
の
宗
教
文
化
」
に

お
い
て
研
究
史
が
大
き
く
更
新
さ
れ
た
。
髙
岸
輝
論
考（７
）で
は
重
文
絵
巻
の
制
作
時

期
と
環
境
に
つ
い
て
次
の
結
論
が
示
さ
れ
た
。

◎
重
文
絵
巻
は
、
南
都
絵
所
（
芝
座
）
琳
賢
の
周
辺
で
、
享（

一
五
二
八
〜
五
五
）

禄
・
天
文
年
間
頃

に
制
作
。
発
注
者
は
、
幕
府
奉
公
衆
で
、
亀
山
城
・
小
松
原
館
を
本
拠
と
す

る
湯
河
氏
の
最
盛
期
を
担
っ
た
湯
河
直
光
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
し
た

が
っ
て
成
立
下
限
は
直
光
が
教
興
寺
の
戦
い
で
敗
死
し
た
永（
一
五
六
二
）

禄
五
年
。

◎
天（
一
五
七
三
）

正
元
年
十
二
月
、
足
利
義
昭
が
興
国
寺
で
披
見
し
え
た
の
は
湯
河
直
春
の

差
配
に
よ
る
か
。

道
成
寺
創
建
縁
起
と
『
道
成
寺
縁
起
』

　

大
　
橋
　
直
　
義
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「
原
絵
巻
」
が
応
永
期
に
制
作
さ
れ
た
と
す
る
伝
に
関
連
し
て
、『
古
画
備
考
』

巻
三
十
三
「
土
佐
広
周
」
お
よ
び
『
改
訂
増
補
考
古
画
譜
』
巻
九
「
日
高
川
双
紙
」

が
指
摘
す
る
「
応（
一
四
〇
〇
）

永
七
年
奥
書
本
」
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。『
古
画
備
考
』
は

重
文
絵
巻
へ
の
言
及
に
続
け
て
次
の
よ
う
に
記
す（８
）。

○
一
本
同
縁
起
二
巻
。
図
ハ
右
ノ
通
リ
ナ
リ
。
古
物
ナ
ル
モ
ノ
。
上
巻
奥
書「
応

永
七
年
庚
辰
二
月
日
出（
土
生
）立
庄
藤
井
村
書
写
」。
下
巻
奥
書
「
応
永
七
年
庚
辰

二
月
日
紀
州
名
草
郡
日
方
村
書
写
畢
」。

『
考
古
画
譜
』
は
類
同
の
本
奥
を
有
す
る
交
詢
社
本
を
掲
げ
、
そ
の
「
模
本
」
と

し
て
桑
名
藩
松
平
家
本
の
存
在
に
も
言
及
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
段
階
で
は
応

永
七
年
奥
書
本
の
所
在
は
明
ら
か
で
は
な
く
、
そ
れ
が
「
原
絵
巻
」
に
類
す
る
も

の
で
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
酒
井
家
旧
蔵
『
賢
学
草
紙
』・
根
津
美
術
館
蔵
『
賢

覚
草
紙
絵
巻
』
等
の
「
日
高
川
草
紙
絵
」
に
類
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
判
然
と

し
な
い
。
た
だ
、『
古
画
備
考
』
が
重
文
絵
巻
と
「
同
」「
右
ノ
通
リ
」
と
す
る
こ

と
、
酒
井
家
旧
蔵
本
が
十
六
世
紀
半
ば
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
（
９
）、

応
永

七
年
奥
書
本
は
重
文
絵
巻
に
先
立
つ
一
本
で
あ
っ
た
と
見
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

小
稿
に
関
わ
る
道
成
寺
の
動
向
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

大（
七
〇
一
〜
四
）

宝
年
間　
　
　
　
　

文
武
天
皇
勅
願
創
建
伝
承

正（
一
三
五
七
）

平
十
二
年　
　
　
　

本
堂
建
立
開
始

同
年　
　
　
　
　
　
　

永
代
不
断
経
会
創
始
（『
真
海
代
記
録
』
紙
背
）

正
平
十
四
年　
　
　
　

梵
鐘
再
鋳

正
平
二
十
年　
　
　
　

本
尊
遷
座
（『
真
海
代
記
録
』
紙
背
）

天（
一
三
七
八
）

授
四
年　
　
　
　
　

源
金
毘
羅
丸
（
吉
田
頼
秀
三
男
）
銘
鬼
瓦
銘

南
北
朝
期　
　
　
　
　

秘
仏
「
北
向
千
手
観
音
立
像
」
造
像
（
旧
本
尊
鞘
仏
）

応（
一
三
九
四
〜
一
四
二
八
）

永
年
間　
　
　
　

 

『
道
成
寺
縁
起
』
成
立
伝
承

応（
一
四
〇
〇
）

永
七
年　
　
　
　
　

同
年
奥
書
本
（『
古
画
備
考
』
等
）

文（
一
四
七
七
）

明
九
年
二
月　
　
　
《
鐘
巻
》
上
演
（『
親
元
日
記
』
十
三
日
条
）

文（
一
四
八
一
）

明
十
三
年　
　
　
　

道
成
寺
蔵
『
大
門
勧
進
状
』

享（
一
五
二
八
〜
五
五
）

禄
・
天
文
頃　
　
　

重
文
『
道
成
寺
縁
起
』
制
作

天（
一
五
七
三
）

正
元
年
十
二
月　
　

足
利
義
昭
、
重
文
絵
巻
披
見

　
「
原
絵
巻
」
の
成
立
に
関
し
、
そ
の
画
期
と
し
て
し
ば
し
ば
想
定
さ
れ
て
き
た

の
が
正
平
十
四
年
の
梵
鐘
再
鋳
事
業
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
、
本

堂
建
立
や
旧
本
尊
の
部
材
を
内
部
に
収
め
た
「
鞘
仏
」
造
像
な
ど
、
複
数
の
事
業

が
同
時
並
行
的
に
進
め
ら
れ
て
い
て
、「
鐘
」
の
み
と
結
び
つ
け
る
こ
と
に
躊
躇

が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
加
え
て
、
重
文
絵
巻
で
描
か
れ
る
伽
藍
は
正
平
年
間
に

建
設
の
途
上
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、「
原
絵
巻
」
成
立
を
こ
の
時
期

に
限
定
せ
ず
に
検
討
す
る
必
要
も
生
じ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

二
　
創
建
縁
起
の
展
開

　

正（
一
三
五
九
）

平
十
四
年
銘
の
梵
鐘
が
「
文
武
天
皇
勅
願
」
に
よ
る
創
建
と
す
る
最
古
の
記

録
で
あ
る
。
そ
の
後
、
文（
一
四
七
七
）

明
九
年
二
月
十
三
日
の
上
演
記
録
の
あ
る
《
鐘
巻
》
に

は
、
小
松
原
の
海
士
の
娘
が
観
音
像
を
安
置
供
養
、
体
が
金
色
に
光
り
輝
く
と
い

う
奇
瑞
を
得
て
宮
中
に
召
さ
れ
、
使
者
で
あ
っ
た
道
成
に
よ
っ
て
道
成
寺
が
創
建

さ
れ
た
と
す
る
縁
起
が
見
え
る
。
周
知
の
ご
と
く
信
光
改
作
《
道
成
寺
》
に
は
こ

の
縁
起
は
見
ら
れ
な
い
。

　

重
文
絵
巻
の
詞
書
に
は
、
巻
下
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

日
高
郡
道
成
寺
と
云
寺
は
、
文
武
天
皇
之
勅
願
、
紀
大
臣
道
成
公
奉
行
し
て

建
立
せ
ら
れ
、
吾
朝
の
始
出
現
千
手
千
眼
大
聖
観
世
音
菩
薩
の
霊
場
な
り
。

（
11
）

（
10
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）
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ほ
と
ん
ど
注
意
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
創
建
縁
起
の
中
で
、
例
外
的
に
広
く
知
ら

れ
て
い
る
の
が
、
文（
一
八
二
一
）

政
四
年
写
『
道
成
寺
宮
子
姫
伝
記
』
絵
巻
二
軸
で
あ
る
。
紙

本
・
絹
本
の
相
違
は
あ
る
も
の
の
、『
清
姫
鐘
巻
伝
記
』
二
軸
と
一
具
と
し
て
道

成
寺
に
蔵
さ
れ
る
。
長
く
美
し
い
髪
を
持
つ
海
士
の
娘
の
名
を
「
宮
」
と
す
る
こ

と
が
、
文
武
天
皇
に
入
内
し
、
聖
武
天
皇
生
母
と
な
っ
た
藤
原
宮
子
を
想
起
さ
せ

る
と
い
う
点
で
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
紹
介
さ
れ
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
絵
巻
を

創
建
縁
起
の
典
型
と
見
る
こ
と
は
難
し
い
。
後
述
の
よ
う
に
、
創
建
縁
起
で
は
、

醜
か
っ
た
娘
が
一
夜
に
し
て
美
女
と
変
ず
る
、
或
は
髪
が
伸
び
る
等
の
霊
験
が
語

ら
れ
る
が
、
こ
の
絵
巻
で
は
霊
験
的
側
面
を
排
除
す
る
ゆ
え
で
あ
る
。

　

南
北
朝
期
の
道
成
寺
に
初
め
て
確
認
さ
れ
る
創
建
縁
起
が
、
い
つ
ご
ろ
、
い
か

に
し
て
海
士
説
話
と
し
て
再
編
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
か
。
ま
た
、
創
建
縁
起
と
重

文
絵
巻
と
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
な
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
い
に
つ
い
て
考
え
る

た
め
に
、
や
や
迂
遠
な
が
ら
近
世
に
お
け
る
展
開
を
確
認
し
て
お
く
。

　
〔
十
七
世
紀
中
期
〕
伝
豪
俔
権
僧
正
写
『
紀
州
道
成
寺
御
建
立
略
縁
起
』
一
軸

が
一
書
と
し
て
伝
わ
る
創
建
縁
起
の
最
古
の
事
例
で
あ
る
。

抑
当
寺
開
闢
者
人
皇
四
十
二
代　

文
武
天
皇
の
勅
願
、
紀
大
臣
道
成
公
、
奉

行
に
て
大
宝
元
年
の
御
草
創
、
本
尊
は
海
中
よ
り
出
現
し
給
ふ
千
手
観
世
音

な
り
、
其
由
来
は
往
昔
当
山
と
隣
峯
八
幡
山
の
間
、
入
江
な
り
、
依
之
当
山

よ
り
八
幡
山
へ
橋
か
ゝ
れ
り
、
此
八
幡
山
の
麓
に
海
士
夫
婦
柴
の
庵
を
結
ひ
、

日
夜
う
ろ
く
す
を
漁
り
、
年
月
を
送
り
し
か
、
有
時
、
海
中
へ
入
り
し
に
海

底
俄
に
し
ん
と
う
し
、
晃
事
日
月
の
こ
と
く
な
り
、
海
士
、
此
晃
に
お
と
ろ

き
、
肝
を
け
し
、
い
そ
き
海
上
へ
あ
か
り
し
所
に
、
ふ
し
き
な
る
か
な
、
御

長
一
寸
八
分
の
閻
浮
檀
金
の
千
手
観
世
音
、
海
士
の
も
と
ゝ
り
に
取
つ
き
上

せ
る
に
、
夫
婦
の
者
は
奇
異
の
思
を
な
し
、
庵
に
御
供
い
た
し
、
伝
へ
聞
仏

と
や
ら
ん
に
て
渡
ら
せ
給
は
ん
と
、
庵
の
内
に
棚
を
か
ま
へ
安
置
し
て
、
香

花
供
養
し
奉
る
、
其
夜
の
霊
夢
に
、
汝
よ
く
き
け
、
我
は
こ
れ
ふ
た
ら
く
世

界
の
観
世
音
な
り
、
一
切
衆
生
化
渡
せ
ん
た
め
、
か
り
に
此
土
に
出
現
せ
り
、

汝
等
信
心
の
輩
な
れ
は
、
所
願
を
成
就
得
さ
せ
ん
、
望
に
任
て
願
ふ
へ
し
と

の
御
つ
け
な
り
、
海
士
夢
中
に
こ
た
へ
て
い
は
く
、
そ
も
難
有
御
告
哉
、
我

此
卑
賎
の
身
に
し
て
、
国
も
所
領
も
何
か
せ
ん
、
七
珍
万
宝
も
望
な
し
、
唯

願
は
、
か
た
ち
み
に
く
き
一
人
の
娘
を
、
あ
は
れ
観
世
音
の
御
方
便
に
て
美

女
に
な
し
て
た
ひ
給
へ
と
、
合
掌
恭
敬
す
と
思
へ
は
夢
さ
め
、
其
夜
の
明
を

ま
ち
兼
て
、
娘
の
か
た
ち
を
み
れ
は
、
不
思
議
な
る
哉
、
忽
か
た
ち
へ
ん
し

て
、
容
顔
美
麗
な
り
、
夫
婦
の
者
は
観
世
音
の
御
方
便
と
は
お
も
ひ
な
か
ら

も
、
余
り
俄
に
か
た
ち
変
し
給
ふ
ゆ
へ
、
我
子
と
は
思
わ
れ
す
、
仏
菩
薩
の

こ
と
く
に
礼
拝
恭
敬
し
給
へ
は
、
娘
は
迷
惑
い
た
し
、
何
と
て
左
様
に
し
給

ふ
そ
や
、
み
つ
か
ら
心
は
よ
の
常
に
替
る
事
な
し
と
申
け
れ
は
、
海
士
夫
婦

は
悦
ひ
、
さ
て
は
我
子
か
有
か
た
や
、
夕
部
か
様
の
霊
夢
を
蒙
り
し
か
、
汝

か
か
た
ち
一
夜
に
変
し
て
、
国
士
無
双
の
美
女
と
な
れ
り
と
、
始
め
終
を
か

た
り
し
か
は
、
娘
も
す
い
き
の
涙
、
身
に
あ
ま
り
、
み
つ
か
ら
か
た
ち
勝
て

み
に
く
き
を
、
両
親
朝
夕
な
け
き
か
な
し
み
給
へ
は
、
観
世
音
の
御
慈
悲
の

御
方
便
に
て
、
忽
か
様
の
姿
に
変
る
こ
と
、
偏
千
手
の
御
方
便
な
り
と
て
、

両
親
娘
諸
と
も
、
日
夜
香
花
を
さ
ゝ
け
、
観
世
音
を
念
し
奉
る
、
扨
此
事
当

国
他
国
に
か
く
れ
な
く
、
即　

御
門
へ
奏
聞
有
、
依
之
、
文
武
帝
皇
よ
り
勅

使
と
し
て
紀
の
大
臣
道
成
公
下
着
し
て
、
彼
娘
を
内
裏
へ
と
も
な
ひ
、
后
妃

に
備
へ
奉
る　

御
門
、
娘
を
ゑ
い
覧
ま
し
〳
〵
、
御
寵
愛
限
な
し
、
依
之
霊

験
た
つ
と
き
観
世
音
の
風
雨
に
う
た
せ
奉
ら
ん
事
勿
躰
な
し
、
急
き
御
堂
を

建
立
し
、
御
仏
を
奉
納
へ
し
と
の
宣
旨
な
り
、
依
之
紀
大
臣　

勅
を
蒙
り
、

（
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）
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紀
州
日
高
郡
矢
田
の
庄
に
七
堂
伽
藍
を
御
建
立
ま
し
〳
〵
、
御
長
一
丈
二
尺

の
千
手
観
世
音
の
木
像
に
き
さ
ま
さ
せ
給
ひ
、
御
腹
内
へ
彼
閻
浮
檀
金
の
観

世
音
を
こ
め
さ
せ
安
置
し
給
ふ
、
今
本
堂
の
本
尊
是
な
り
、
去
は
天
子
の
勅

願
所
な
れ
は
、
山
号
は
天
音
山
、
寺
号
は
道
成
公
奉
行
に
て
御
建
立
な
れ
は

道
成
寺
と
号
し
、
院
号
は
観
音
方
便
の
寺
な
れ
は
千
手
院
と
号
、
皆
是
勅
号

也
、
誠
な
る
哉
、
生
身
の
ゑ
ん
ふ
た
ん
こ
ん
の
観
世
音
、
一
切
衆
生
利
益
の

た
め
に
、
か
り
に
出
現
し
給
へ
は
慈
眼
視
衆
生
福
聚
皆
無
量
の
金
言
明
か
な

れ
は
、
此
霊
場
に
請
て
、
是
像
を
拝
奉
り
、
深
信
あ
ら
ん
輩
は
現
世
安
穏
後

生
善
所
之
所
願
を
成
就
せ
す
と
い
ふ
こ
と
な
し
、
扨
彼
道
成
公
は
紀
道
大
明

神
と
諡
し
て
、
三
百
瀬
村
に
今
社
有
之
、
又
海
士
夫
婦
は
子
海
士
王
子
と
祝

せ
し
め
、
八
幡
山
の
麓
に
是
も
社
有
之
、
具
に
は
御
縁
起
に
有
之
、
ゆ
へ
略

之
、

道
成
寺
と
八
幡
山
の
間
は
入
江
で
、
そ
こ
に
架
か
っ
た
橋
の
た
も
と
に
住
ま
う
海

士
が
一
寸
八
分
の
千
手
観
音
像
を
感
得
す
る
。
醜
か
っ
た
娘
が
一
夜
に
し
て
美
女

に
な
る
と
い
う
奇
瑞
が
起
き
、
紀
道
成
に
よ
っ
て
見
い
だ
さ
れ
た
娘
は
后
妃
と
な

る
。
文
武
天
皇
は
伽
藍
を
建
立
し
、
海
中
出
現
の
像
を
胎
内
に
籠
め
た
本
尊
を
制

作
、
安
置
す
る
。
道
成
は
紀
道
大
明
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
海
士
夫
婦
は
「
子
海

士
王
子
」
と
し
て
八
幡
山
の
麓
に
祀
ら
れ
た
と
す
る
。
こ
の
段
階
で
は
「
宮
子
」

で
も
「
髪
長
姫
」
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

　

八
幡
山
は
道
成
寺
の
西
傍
に
位
置
し
、
山
腹
に
吉
田
八
幡
社
、
麓
に
は
熊
野
古

道
が
通
り
、
路
傍
に
は
か
つ
て
海
士
王
子
が
鎮
座
し
て
い
た
。
古
道
は
御
坊
駅
南

の
小
松
原
宿
の
周
辺
を
抜
け
、
中
世
城
郭
・
亀
山
城
を
背
に
し
て
田
辺
方
面
に
向

か
う
。
道
成
寺
と
八
幡
山
の
間
に
は
田
園
が
広
が
る
が
、
か
つ
て
は
北
方
の
白
馬

山
脈
を
水
源
と
す
る
河
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
三
角
州
で
あ
っ
た
。
時
期
は
不

明
な
が
ら
、
往
時
の
門
前
は
入
江
で
あ
っ
た
の
だ
。

　

こ
れ
ま
で
に
判
明
し
た
創
建
縁
起
一
覧
で
あ
る
（
無
番
号
の
も
の
は
原
本
未
見
）。

①
《
鐘
巻
》 

文（
一
四
七
七
）

明
九
年
以
前

②
道
成
寺
蔵 

文（
一
四
八
一
）

明
十
三
年
写
『
大
門
勧
進
状
』（
第
四
〇
函
）

③
道
成
寺
蔵 

慶（
一
六
四
九
）

安
二
年
真
海
写
『
本
堂
修
理
勧
進
状
』（
第
四
〇
函
）

④
道
成
寺
蔵
〔
十
七
世
紀
中
期
〕
伝
豪
俔
写
『
紀
州
道
成
寺
御
建
立
略
縁
起
』

（
第
六
二
函
）

⑤
道
成
寺
蔵
〔
十
七
世
紀
末
期
〕
写
『
紀
道
大
明
神
縁
起
』
絵
巻
一
軸

⑥
架
蔵
〔
江
戸
中
期
〕
写
『〔
道
成
寺
創
建
縁
起
残
欠
〕』
一
軸

⑦
石
川
透
氏
蔵
〔
享（
一
七
二
〇
）

保
五
年
〕
写
『
道
成
寺
縁
起
』
一
冊

○
塩
崎
勝
治
氏
蔵
享（
一
七
二
九
）

保
十
四
年
写
『
道
成
寺
由
来
並
ニ
縁
起
』
一
冊

⑧
寛（
一
七
五
〇
）

延
三
年
刊 

元（
一
七
三
九
）

文
四
年
礼
淵
序
『
梵か

ね

ま

き

鐘
蟠
圍
道
成
寺
霊
蹤
記
』
五
巻
六

冊
⑨
道
成
寺
蔵
宝（
一
七
六
一
）

暦
十
一
年
写
『〔
縁
起
口
上
書
上
〕』
一
冊
（
第
二
四
函
）

⑩
石
川
透
氏
蔵
〔
江
戸
後
期
〕
写
『
道
成
寺
縁
起
』
絵
巻
一
軸
（
淡
彩
）

⑪
日
文
研
蔵
〔
享（
一
八
〇
三
）

和
三
年
〕
写
『
日
高
川
鐘
巻
道
成
寺
縁
起
』
一
冊
（
絵
入

本
）

⑫
文（
一
八
一
六
）

化
十
三
年 

菅
江
眞
澄
『
筆
の
ま
に
〳
〵
』
巻
四
「
な
ぐ
さ
の
く
あ
ま
」

⑬
架
蔵
〔
文（
一
八
一
八
）

政
元
年
〕
刊
『
紀
伊
国
日
高
郡
鐘
巻
道
成
寺
縁
起
』
一
冊

⑭
架
蔵
〔
江
戸
後
期
〕
刊
『
紀
伊
国
日
高
郡
道
成
寺
略
縁
起
』
一
冊

⑮
柳
瀬
家
蔵
〔
江
戸
後
期
〕
写
『
紀
州
日
高
郡
鐘
巻
道
成
寺
縁
記
』
絵
巻
一

軸
⑯
道
成
寺
蔵
〔
江
戸
後
期
〕
写
『〔
道
成
寺
宮
子
姫
縁
起
・
甲
本
〕』
継
紙
（
第

六
二
函
）

（
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）

（
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（
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⑰
道
成
寺
蔵
〔
江
戸
後
期
〕
写
『〔
道
成
寺
宮
子
姫
縁
起
・
乙
本
〕』
継
紙
（
第

六
二
函
）

⑱
道
成
寺
蔵 

文（
一
八
二
一
）

政
四
年
写
『
道
成
寺
宮
子
姫
伝
記
』
絵
巻
二
軸

○
徳
田
和
夫
氏
蔵
天（
一
八
三
九
）

保
十
年
写
『
鐘
巻
道
成
寺
』
一
冊

⑲
石
川
透
氏
蔵
安（
一
八
五
五
）

政
二
年
写
『
道
成
寺
由
来
記
』
一
冊

⑳
高
野
山
三
宝
院
蔵
安（
一
八
六
〇
）

政
七
年
写
『
道
成
寺
由
来 

喜
代
姫
の
縁
起
』
一
冊

㉑
日
文
研
蔵
〔
江
戸
末
期
〕
写
『
道
成
寺
縁
起
』
絵
巻
三
軸
（
淡
彩
・
巻
下
）

注
目
し
た
い
の
が
⑤
で
あ
る
。
冒
頭
は
略
縁
起
と
同
様
だ
が
、
娘
は
単
に
醜
い
の

で
は
な
く
、
生
ま
れ
つ
き
髪
が
伸
び
な
い
と
さ
れ
る
。
霊
験
に
よ
っ
て
美
し
く
髪

が
伸
び
、
そ
の
髪
が
内
裏
の
鳥
巣
か
ら
見
つ
か
っ
た
こ
と
が
入
内
の
き
っ
か
け
と

な
る
。
一
方
、一
寸
八
分
の
観
音
像
が
海
士
の
髻
に
と
り
つ
い
て
出
現
し
た
こ
と
、

観
音
の
霊
験
に
よ
っ
て
（
髪
が
伸
び
る
の
で
は
な
く
）
容
貌
が
美
し
く
変
じ
た
と
い
う

「
略
縁
起
」
と
同
様
の
一
説
が
二
字
下
げ
で
記
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
絵
巻
に

は
髪
長
姫
型
（
⑧
で
は
「
本
縁
起
」
と
呼
称
）・
略
縁
起
型
と
分
類
し
う
る
二
通
り
の

創
建
縁
起
が
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
④
⑨
⑭
お
よ
び
⑤
⑧
の
引
用
本
文
が

略
縁
起
型
に
該
当
。
③
は
美
女
に
変
ず
る
と
す
る
の
み
だ
が
、
髪
が
伸
び
た
と
し

な
い
点
か
ら
略
縁
起
型
と
見
て
よ
い
。
⑯
⑰
は
観
音
像
が
髻
に
取
り
付
い
た
と
す

る
も
霊
験
に
つ
い
て
は
記
さ
な
い
。

　

紀
州
徳
川
家
の
庇
護
を
求
め
て
天
台
に
改
宗
し
た
道
成
寺
は
、
絵
と
き
と

元（
一
六
九
二
）

禄
五
年
以
後
の
開
帳
興
行
を
通
じ
、「
縁
起
の
寺
」
と
し
て
寺
院
経
営
を
行
な
っ

て
き
た
。
そ
の
過
程
で
本
縁
起
型
創
建
縁
起
は
絵
巻
・
絵
入
本
、
詞
書
の
み
の
草

子
と
し
て
も
流
通
し
て
い
た
。
で
は
、
創
建
縁
起
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
遡
り
う
る
の

か
。
享
保
五
年
に
書
写
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
⑦
に
は
次
の
よ
う
な
文
言
が
見
え

る
。

一
、
堂
ハ
文
武
天
王
之
御
願
、
夫
よ
り
貞
享
三
卯（

マ
マ
）ノ

年
迄
九
百
八
十
八
年
ニ

成
、［
…
略
…
］

一
、
鐘
を
ま
き
申
時
代
、
醍
醐
天
皇
の
御
宇
え
ん
ち
や
う
六
子
ノ
八
月
、
夫

自
貞
享
三
寅
之
年
迄
七
百
六
拾
年
に
な
る
と
也
、
右
者
享
保
五
子
ノ
三
月

三
日
ゟ
於
栗
林
晴
天
三
十
三
日
開
帳
有
之
、
縁
起
為
聴
聞
写
之
者
也
、

初
め
て
寺
外
で
開
催
さ
れ
た
享
保
五
年
の
和
歌
山
城
下
・
栗
林
明
王
院
（
現 

若

宮
八
幡
）
で
の
出
開
帳
に
お
い
て
「
縁
起
」
を
聴
聞
・
筆
写
し
た
と
す
る
。
そ
の

「
縁
起
」
は
本
縁
起
型
で
、
そ
れ
が
貞（
一
六
八
六
）

享
三
年
段
階
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、

⑤
よ
り
も
遡
る
か
た
ち
で
こ
の
型
の
創
建
縁
起
は
整
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
な

ら
ば
創
建
縁
起
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
遡
り
う
る
の
だ
ろ
う
か
。

三
　
創
建
縁
起
の
淵
源

　

②
文（

一
四
八
一
）

明
十
三
年
『
大
門
勧
進
状
』
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

蓋
聞
当
寺
者
大
宝
年
中
之
草
創
、
文
武
天
皇
之
勅
願
也
、
遥
尋
二
本
尊
之
濫

觴
一
、［
…
略
…
］
爰
一
童
女
喜
取
二
尊
体
一
、
仰
奉
二
帰
依
一
、
遂
則
蒙
二
掲
焉

之
利
生
一
、
結
二
契
於
玉
躰
一
、
預
二
過
分
之
臣
益
一
、
翻
二
袖
於
金
中
一
、［
…

略
…
］

浜
辺
で
観
音
像
を
拾
っ
た
童
女
が
そ
の
利
生
に
よ
り
后
妃
と
な
る
。
海
士
の
存
在

は
明
示
さ
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
創
建
縁
起
と
海
士
説
話
を
結
び
つ
け
た
確
実
な
初

例
は
《
鐘
巻
》
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
世
道
成
寺
と

そ
の
近
傍
に
両
者
の
結
び
付
き
の
痕
跡
が
見
え
る
の
で
あ
る
。

昔
、
文
武
天
皇
之
御
宇
、
紀
州
日
高
郡
吉
田
村
と
云
所
に
、
正
八
幡
の
宮
居

有
、
此
社
よ
り
道
成
寺
の
間
は
入
海
ニ
而
、
此
間
三
町
程
の
な（

長
）か

橋
有
、
此

（
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辺
に
九
海
士
之
里
迚
、
九
人
之
海
士
有
、
常
に
海
に
入
、
渡
世
を
送
る
、［
…

略
…
］
彼
九
海
士
を
も
神
と
祝
給
、
九
海
士
王
子
迚
吉
田
村
と
云
所
ニ
今
に

有
也
、

　

吉
田
八
幡
と
道
成
寺
と
の
間
の
入
江
に
長
橋
が
架
か
っ
て
い
た
。
九
人
の
海
士

は
神
と
祀
ら
れ
、
九
海
士
王
子
と
呼
ば
れ
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
縁
起
は
、

道
成
寺
創
建
縁
起
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
海
士
王
子
縁
起
と
し
て
も
機
能
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
右
は
⑦
か
ら
の
引
用
だ
が
、
近
世
の
創
建
縁
起
は
一
定
程
度
共
通

す
る
内
容
を
有
し
て
い
る
。
④
⑤
は
九
人
の
海
士
と
は
し
な
い
が
、
海
士
王
子
縁

起
で
あ
る
こ
と
は
同
様
で
あ
る
。

　

こ
の
「
海
士
王
子
」
と
い
う
表
記
の
背
景
に
海
士
説
話
の
存
在
が
あ
る
の
は
自

明
で
あ
る
。
そ
し
て
「
九
海
士
王
子
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
の
王
子
の
表
記
は
中
世

の
あ
る
段
階
で
大
き
く
転
じ
て
い
る
の
だ
。『
明
月
記
』建（
一
二
〇
一
）

仁
元
年
十
月
十
日
条「
く

わ
ま
王
子
」、『
民
経
記
』
承（
一
二
一
〇
）

元
四
年
四
月
二
十
六
日
条
「
久
和
万｣

、仁
和
寺
蔵
『
熊

野
縁
起
』（
正（一
三
二
六
）

中
三
年
本
奥
）「
桒ク

ワ

間マ

崎
」
と
あ
る
よ
う
に
、
十
四
世
紀
半
ば
以
前
ま

で
は
「
く
わ
ま
」
と
表
記
さ
れ
る
王
子
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
文（
一
四
七
三
）

明
五
年
正
月
の

本
奥
書
を
有
す
『
九
十
九
王
子
記
』
に
は
「
海
士
王
子　

九
海
士
王
子
ト
道
成
寺

記
ニ
見
へ
タ
リ
」
と
見
え
、
文
明
五
年
以
前
―
―
《
鐘
巻
》
初
演
以
前
に
海
士
説

話
と
の
連
絡
が
始
ま
っ
て
い
た
と
思
し
い
。
す
な
わ
ち
、
近
世
に
流
布
し
た
海
士

説
話
と
関
わ
る
創
建
縁
起
は
中
世
の
段
階
か
ら
道
成
寺
の
近
隣
に
あ
っ
た
こ
と
が

確
か
で
、《
鐘
巻
》
は
そ
こ
に
取
材
し
た
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
、
画
期
た
る
正
平
年
間
に
お
の
ず
と
注
意
が
向
く
。

こ
の
時
期
か
ら
文
明
年
間
ま
で
の
一
世
紀
ほ
ど
の
間
に
創
建
縁
起
が
形
成
さ
れ
た

と
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
が
、
以
下
、
可
能
な
限
り
、
そ
の
解
像
度
を
高
め
て

み
た
い
。

　

正（
一
三
五
九
）

平
十
四
年
の
梵
鐘
銘
文
に
見
え
る
「
源
万
寿
丸
」
は
道
成
寺
東
傍
の
丘
陵
に

存
し
た
土
生
城
を
拠
点
と
す
る
逸
見
万
寿
丸
源
清
重
、「
吉
田
源
頼
秀
」
は
西
傍

の
八
幡
山
城
を
拠
点
と
し
た
武
士
で
あ
る
。
頼
秀
三
男
の
源
万
寿
丸
が
寄
進
し
た

天（
一
三
七
八
）

授
四
年
銘
の
鬼
瓦
も
伝
存
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
特
に
吉

田
氏
と
の
関
わ
り
に
創
建
縁
起
の
淵
源
を
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
後
の
十
四
世
紀
末
、
紀
南
地
域
史
に
大
き
な
転
換
が
訪
れ
る
。
次
の
『
湯

川
記
写
』
は
南
北
朝
末
に
北
朝
方
に
与
し
幕
府
成
立
後
は
奉
公
衆
と
な
っ
た
湯
河

氏
の
家
譜
で
あ
る
。

其
頃
天
下
大
に
乱
て
、
後
醍
醐
天
皇
の
勅
命
に
仍
て
、
宮
方
の
武
将
新
田
左

中
将
義
貞
、
楠
判
官
正
茂
、
武
家
の
大
将
足
利
尊
氏
と
合
戦
止
時
な
く
、
紀

伊
国
の
八
庄
司
、
湯
川
・
玉
置
・
恩
地
・
牲
川
・
貴
志
・
荒
川
・
湯
浅
・
田

辺
の
別
当
其
外
世
に
名
有
士
は
皆
宮
方
に
成
に
け
り
、勤
王
の
戦
を
致
処
に
、

弥
太
郎
（
―
湯
河
光
春
）
い
か
に
思
は
れ
け
ん
、
尊
氏
に
属
し
度
々
武
功
有
に

よ
り
、
尊
氏
世
に
、
在
田
・
日
高
・
室
三
郡
の
内
を
賜
り
、
日
高
郡
の
内
、

亀
山
の
峰
に
城
郭
を
構
へ
、
紀
伊
国
の
旗
頭
と
し
て
代
々
足
利
公
方
江
仕
へ

給
へ
り
、

紀
伊
国
八
庄
司
が
南
朝
方
に
つ
く
と
こ
ろ
、
湯
河
氏
第
三
代
弥
太
郎
光
春
だ
け
が

北
朝
方
に
つ
い
た
と
す
る
。
光
春
は
中
辺
路
の
湯
河
王
子
近
辺
を
拠
点
と
す
る
道

湯
河
氏
か
ら
離
れ
、
日
高
平
野
の
亀
山
城
・
小
松
原
に
拠
点
を
形
成
し
た
人
物
で

あ
る
。

　

さ
て
、
義
満
の
側
室
高
橋
殿
と
娘
達
の
熊
野
参
詣
に
つ
い
て
、
応（

一

四

二

七

）

永
三
十
四
年

に
著
わ
さ
れ
た
『
熊
野
詣
日
記
』
に
、
湯
河
氏
と
中
辺
路
の
道
湯
河
氏
に
つ
い
て

の
興
味
深
い
記
述
を
見
い
だ
せ
る
。

廿
四
日
天
晴
［
…
略
…
］
し
ほ
屋
の
浜
に
て
片
箱
進
上
、
此
嶋
は
権
現
の
と

（
23
）

（
24
）

（
22
）
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ひ
ま
し
ま
す
嶋
な
り
、
飛
嶋
と
申
、
御
宿
上
野
、
御
ま
う
け
、
は
し
の
湯
川
、

廿
七
日
天
晴
［
…
略
…
］
御
ひ
る
近
露
［
…
略
…
］
御
宿
み
も
と
左
衛
門
か
家

な
り
、
檜
の
木
の
さ
く
、
い
た
に
て
ひ
ろ
く
し
つ
ら
ひ
た
り
、
お
く
の
湯
川

か
子
御
む
か
へ
に
ま
い
る
、

海
士
王
子
や
道
成
寺
に
言
及
は
な
い
が
、
日
高
平
野
を
抜
け
、
塩
屋
の
浜
、
さ
ら

に
宿
を
上
野
王
子
近
辺
で
と
り
、
そ
の
準
備
に
「
は
し
の
湯
川
」
が
あ
た
っ
た
と

し
て
い
る
。
そ
の
後
、
中
辺
路
の
近
露
近
辺
ま
で
到
着
し
た
一
行
を
出
迎
え
た
の

が
「
お
く
の
湯
川
」
で
あ
っ
た
。
無
論
、
前
者
の
「
は
し
の
湯
川
」
が
日
高
平
野

小
松
原
を
居
館
と
す
る
湯
河
氏
で
あ
り
、
後
者
が
道
湯
河
氏
に
あ
た
る
。
さ
ら
に

注
意
し
た
い
の
が
「
し
ほ
屋
」「
上
野
」
と
い
う
地
名
で
あ
る
。
重
文
絵
巻
で
は
、

逃
げ
る
法
師
に
女
房
が
追
い
つ
い
た
場
所
を
「
こ
ゝ
は
上
野
と
い
ふ
所
」
と
画
中

詞
で
記
し
、
さ
ら
に
「
塩
屋
と
云
所
」
と
記
さ
れ
る
浜
辺
を
走
り
抜
け
て
、
日
高

川
の
渡
し
場
に
到
着
す
る
。
内
貴
家
旧
蔵
本
で
は
塩
屋
と
渡
し
場
の
場
面
の
間
に

「
小
松
原
と
い
ふ
所
」
と
す
る
独
自
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
共
通

性
を
い
か
に
捉
え
る
べ
き
か
。こ
の
熊
野
参
詣
が
行
な
わ
れ
た
応
永
年
間
末
期
は
、

湯
河
氏
だ
け
で
な
く
か
つ
て
南
朝
方
に
与
し
た
紀
南
武
士
団
が
い
ず
れ
も
室
町
幕

府
に
帰
順
し
て
い
た
時
代
で
あ
る
。
そ
の
後
、
紀
南
武
士
団
が
再
び
反
目
し
あ
う

時
代
を
迎
え
る
こ
と
ま
で
を
も
考
え
る
な
ら
、
義
満
の
縁
者
に
よ
る
熊
野
参
詣
は

単
な
る
遊
覧
と
は
言
え
ず
、
少
な
か
ら
ず
政
治
的
意
味
合
い
を
も
含
ん
だ
営
為
で

あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
重
文
絵
巻
の
「
上
野
」「
塩
屋
」
と
い
う
画
中

詞
も
ま
た
、「
小
松
原
」
と
同
様
、
湯
河
氏
と
の
関
連
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

加
え
て
、
応
永
年
間
の
湯
河
氏
が
「
は
し
の
湯
河
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
創
建
縁
起
で
は
入
江
に
長
橋
が
架
か
る
と
さ
れ
て
い
た
こ

と
を
想
起
し
た
い
。
図
版
に
よ
っ
て
示
し
た
通
り
、
絵
を
伴
う
伝
本
の
う
ち
⑤
⑮

⑱
に
橋
が
描
か
れ
て
お
り
、
特
に
⑮
⑱
で
は
鳥
居
も
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
⑮
で

は
鳥
居
を
縁
起
冒
頭
で
描
い
て
し
ま
う
が
、
巻
末
に
描
く
⑱
で
は
海
士
を
祀
っ
た

海
士
王
子
社
が
道
成
寺
対
岸
の
橋
の
た
も
と
に
あ
る
と
理
解
で
き
る
。

　

同
様
の
橋
と
鳥
居
が
重
文
絵
巻
の
巻
下
冒
頭
に
も
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
幾
重

に
も
分
岐
す
る
日
高
川
と
湿
地
帯
か
ら
な
る
中
世
日
高
平
野
を
領
有
し
て
い
た
湯

河
氏
に
と
っ
て
、「
橋
」
が
象
徴
的
器
物
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。
近
世
、
本
堂
の
前
に
「
観
音
宝
前
之
石
橋
」
が
架
け
ら
れ
た
こ
と
は

偶
然
で
は
な
く
、
そ
の
記
憶
の
産
物
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
巻
下
冒
頭
の
詞
書

に
示
さ
れ
る
創
建
縁
起
と
も
呼
応
さ
せ
ら
れ
つ
つ
、
そ
こ
に
橋
と
海
士
王
子
を
想

起
さ
せ
る
鳥
居
が
象
徴
的
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、
重
文
絵
巻
に
先
立

つ
「
原
絵
巻
」
の
段
階
か
ら
、
海
士
説
話
を
介
在
さ
せ
る
創
建
縁
起
が
延（
九
二
八
）

長
六
年

の
鐘
巻
事
件
の
前
提
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
道
成
寺
本
堂
の
復
興
が
始

ま
っ
た
正
平
年
間
頃
―
―
つ
ま
り
八
幡
山
城
を
拠
点
と
す
る
武
士
団
で
あ
る
吉
田

氏
と
の
関
連
性
の
中
で
創
建
縁
起
が
生
じ
始
め
、
さ
ら
に
少
し
下
っ
た
頃
、
つ
ま

り
湯
河
光
春
が
日
高
平
野
に
拠
点
を
移
し
「
橋
」
を
一
族
の
象
徴
的
器
物
と
し
て

位
置
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
応
永
期
初
頭
、
創
建
縁
起
の
結
果
と
し
て
の
橋
と
鳥

居
を
描
き
込
ん
だ
「
原
絵
巻
」
が
成
立
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
よ
う
に

考
え
る
と
き
、
寺
内
に
伝
わ
る
『
道
成
寺
縁
起
』
制
作
伝
承
と
の
符
合
に
思
い
至

る
の
で
あ
る
。

小
括
　
耕
雲
の
寺
社
縁
起
制
作
―
―
法
燈
派
の
文
脈
と
し
て

　

応
永
期
、
こ
の
地
域
の
寺
社
縁
起
制
作
に
最
も
深
く
携
わ
っ
た
の
が
古
典
学

（
25
）

（
26
）

（
27
）
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者
・
耕
雲
（
花
山
院
長
親
／
子
晋
明
魏
）
で
あ
る
。
耕
雲
が
著
述
・
改
作
し
た
寺
社
縁

起
類
を
一
覧
化
す
る
。

応（
一
三
九
四
）

永
元
年　
　
　
『
両
聖
記
』
著
…
渡
唐
天
神
説
話
初
例

応
永
元
年　
　
　
『
霊
巌
寺
縁
起
』
著
（
国
文
研
蔵
〈
自
筆
本
〉）
…
能
仁
寺
奥

院
霊
巌
寺
縁
起

応（
一
三
九
五
）

永
二
年
正
月　

慈
眼
堂
（
嵯
峨
二
尊
院
門
前
）「
中
院
観
音
縁
起
」
写
（
慈

眼
堂
文
書
）

応（
一
四
〇
二
）

永
九
年　
　
　
『
衣
奈
八
幡
宮
縁
起
』
著
（
同
社
蔵
〈
自
筆
本
〉）
…
下
巻
は

在
地
伝
承
に
即
す

応（

一

四

二

〇

）

永
二
十
七
年　

出
雲
『
日
御
崎
社
修
造
勧
進
状
』
著

応（

一

四

二

三

）

永
三
十
一
年　
『
紀
州
由
良
鷲
峯
山
法
燈
円
明
国
師
之
縁
起
』
書
写
…
原
撰

本
を
改
作

応（

一

四

二

六

）

永
三
十
三
年　

粉
河
寺
本
尊
戸
帳
「
御
願
旨
趣
」
執
筆
（
書
陵
部
蔵
『
粉
河

寺
続
験
記
』）

い
ず
れ
も
臨
済
宗
法
燈
派
に
関
わ
る
寺
社
の
縁
起
で
あ
る
と
同
時
に
、
と
り
わ
け

能
仁
寺
・
衣
奈
八
幡
宮
・
興
国
寺
は
湯
河
氏
が
篤
く
庇
護
し
た
寺
社
で
も
あ
っ
た
。

道
成
寺
と
法
燈
派
を
結
ぶ
明
確
な
証
拠
は
現
在
ま
で
に
見
い
だ
せ
て
い
な
い
が
、

南
北
朝
期
に
再
建
さ
れ
た
本
堂
に
「
禅
宗
様
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
状
況
証
拠
の

一
つ
た
り
え
よ
う
か
。
ま
た
、
史
料
編
纂
所
蔵
『
古
文
書
雑
集
』
所
収
正
平
十
四

年
十
二
月
三
日
発
給
文
書
に
拠
れ
ば
、
八
幡
山
城
を
中
心
と
す
る
吉
田
荘
領
家
職

が
南
朝
に
よ
っ
て
和
泉
国
大
雄
禅
寺
に
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
大
雄
寺
は
大
阪
府
高

石
市
に
か
つ
て
存
し
た
臨
済
宗
法
燈
派
の
古
刹
「
浜
寺
」
で
あ
る
。

　

耕
雲
の
縁
起
制
作
に
つ
い
て
は
、
そ
の
方
法
や
関
心
と
い
う
点
で
も
興
味
深
い

共
通
項
を
導
き
出
せ
る
。『
耕
雲
紀
行
』
に
拠
れ
ば
、
石
山
寺
に
参
詣
し
た
耕
雲

道成寺蔵『道成寺縁起』巻下（重要文化財）

⑱道成寺蔵『道成寺宮子姫伝記』
⑤道成寺蔵『紀道大明神縁起』

（
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）

（
31
）

（
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は
応
永
三
年
か
ら
五
年
の
頃
、
長
谷
寺
に
参
籠
し
た
こ
と
を
想
起
し
て
い
る
が
、

著
述
対
象
と
な
っ
た
寺
院
の
本
尊
が
い
ず
れ
も
観
音
で
あ
る
こ
と
に
は
注
意
を

払
っ
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
「
人
間
が
神
と
祀
ら
れ
る
」
こ
と
に
大
き
な
関
心
を

抱
い
て
い
た
様
子
が
『
耕
雲
紀
行
』
か
ら
は
読
み
取
れ
る
。
稲
田
利
徳
注
釈
は
蝉

丸
や
鈴
鹿
御
前
が
神
と
祀
ら
れ
た
こ
と
に
耕
雲
が
強
い
批
判
を
加
え
て
い
る
点
に

注
目
す
る
が
、
そ
の
批
判
精
神
は
、
逆
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
の
裏
返

し
で
も
あ
ろ
う
。
海
士
や
紀
道
成
が
神
と
祀
ら
れ
た
と
す
る
創
建
縁
起
を
創
作
し

う
る
素
地
が
、
耕
雲
の
関
心
の
中
に
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
い
か
と
今
は
推
定
す

る
に
留
め
、
別
に
稿
を
改
め
た
い
。

〈
注
〉

（
１
）　

小
稿
で
は
「
重
文
絵
巻
」
と
略
称
す
る
。『
道
成
寺
縁
起
』
の
呼
称
の
変
遷
に
つ

い
て
は
拙
稿
「『
道
成
寺
縁
起
』
書
名
―
覚
書
」（『
き
の
み
な
と
』
八
、
二
〇
二
一
）

参
照
。

（
２
）　

既
存
の
目
録
と
し
て
は
御
坊
文
化
財
研
究
会
編
「
道
成
寺
古
文
書
目
録
」（『
あ
か

ね
』
二
七
、
二
〇
〇
一
）
が
あ
る
が
、
現
状
と
異
な
る
点
も
多
々
あ
る
。

（
３
）　

道
成
寺
の
出
／
居
開
帳
の
実
際
に
つ
い
て
は
海
津
一
朗
（
和
歌
山
大
学
紀
州
経
済

史
文
化
史
研
究
所
二
〇
一
六
年
特
別
展
図
録
『
道
成
寺
の
縁
起 

伝
承
と
実
像
』
第
三
章
）

の
整
理
が
あ
る
。

（
４
）　

寛（
一
六
三
四
）

永
十
一
年
「
永
代
売
渡
申
道
成
寺
事
」
は
「
縁
儀
古
筆
新
筆
共
」
と
見
え
、「
新

筆
」
の
模
本
が
制
作
さ
れ
て
い
た
。

（
５
）　

梅
津
次
郎
「
道
成
寺
縁
起
絵
巻
」（『
日
本
絵
巻
物
全
集
』
一
八
、
一
九
六
八
、
角

川
書
店
）、
吉
田
友
之
「「
道
成
寺
縁
起
絵
」
の
表
現
」（『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
一
三
、

一
九
八
二
、
中
央
公
論
社
）。

（
６
）　

重
文
絵
巻
巻
末
に
は
義
昭
花
押
が
捺
さ
れ
た
料
紙
と
興
国
寺
で
の
披
見
の
経
緯
を

記
し
た
料
紙
が
継
が
れ
る
。
起
請
継
で
継
が
れ
る
花
押
が
捺
さ
れ
た
料
紙
は
他
の
料
紙

と
同
一
。
識
語
は
別
種
の
料
紙
に
記
さ
れ
る
（
後
掲
注
（
７
）
髙
岸
論
考
）。

（
７
）　

髙
岸
輝「「
道
成
寺
縁
起
」の
成
立
圏
―
湯
河
氏
と
南
都
絵
所
の
関
与
を
め
ぐ
っ
て
」

（『
中
世
や
ま
と
絵
史
論
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
。［
初
出
］
二
〇
一
七
）。

（
８
）　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
句
読
点
等
を
補
い
、『
改
訂
増
補

考
古
画
譜
』（『
黒
川
真
頼
全
集
』所
収
）に
拠
る
校
訂
を
傍
記
と
し
て
示
し
た
。「
土
生
」

は
道
成
寺
の
所
在
す
る
鐘
巻
村
東
傍
の
地
名
。

（
９
）　

千
野
香
織
「
日
高
川
草
紙
絵
巻
に
み
る
伝
統
と
創
造
」（『
金
鯱
叢
書
』
八
、
一
九

八
一
）。
酒
井
家
旧
蔵
本
は
『
日
本
絵
巻
物
全
集
』
一
八
、
根
津
美
術
館
本
は
『
青
山

荘
清
賞
』
八
に
拠
っ
た
。

（
10
）　

応
永
七
年
本
の
制
作
に
つ
い
て
、
注
（
７
）
髙
岸
論
考
は
「
名
草
郡
日
方
村
」
が

南
北
朝
後
期
以
後
の
守
護
所
で
あ
っ
た
大
野
郷
の
近
傍
で
あ
る
こ
と
に
着
目
、
守
護
畠

山
基
国
の
関
与
に
よ
っ
て
道
成
寺
か
ら
重
文
絵
巻
に
先
立
つ
絵
巻
が
借
用
、
転
写
さ
れ
、

義
満
主
催
の
絵
合
に
出
品
さ
れ
た
と
推
定
す
る
。

（
11
）　

大
河
内
智
之
「
道
成
寺
と
日
高
川
―
道
成
寺
縁
起
と
流
域
の
宗
教
文
化
」（
和
歌

山
県
立
博
物
館
特
別
展
図
録
、
二
〇
一
七
）
を
主
に
参
看
し
つ
つ
、
特
に
正
平
年
間
の

情
報
は
『
真
海
代
記
録
』
に
拠
っ
て
増
補
し
た
。

（
12
）　

高
野
辰
之
「
道
成
寺
物
の
典
據
」（『
歌
舞
伎
研
究
』
九
号
、
一
九
二
七
）、
前
掲

注
（
５
）
吉
田
論
考
、
前
掲
注
（
９
）
千
野
論
考
な
ど
。

（
13
）　
（
第
一
区
）「［
…
略
…
］
紀
伊
州
日
高
郡
矢
田
庄
／
文
武
天
皇
勅
願
道
成
寺
冶
鋳

鐘
」、（
第
二
区
）「
勧
進
比
丘
瑞
光
／
別
当
法
眼
定
秀
／
檀
那
源
万
寿
丸
／
幷
吉
田
源

頼
秀　

合
力
諸
檀
男
女
／
大
工
山
田
道
願　

小
工
大
夫
守
長
／
正
平
十
四
年
〈
己
亥
〉

三
月
十
一
日
」（
妙
満
寺
蔵
梵
鐘
再
刻
）。

（
32
）
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が
本
資
料
の
意
義
に
注
目
す
る
。

（
26
）　

高
橋
修
編
『
熊
野
水
軍
の
さ
と
―
紀
州
安
宅
氏
・
小
山
氏
の
遺
産
』（
清
文
堂
出
版
、

二
〇
〇
九
）。

（
27
）　
『
盛
海
代
記
録
』。
所
在
不
明
の
た
め
原
本
未
調
査
。『
川
辺
町
史 

史
料
篇
上
』
所

収
翻
刻
に
拠
っ
た
。

（
28
）　

福
田
秀
一
「
花
山
院
長
親
の
生
涯
と
作
品
」（『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
角
川
書
店
、

一
九
七
二
）
を
補
訂
し
た
。

（
29
）　

北
裏
虎
楠
・
湯
川
光
雄
『
戦
国
時
代
南
紀
の
旗
頭 

湯
川
一
族
考
』（
私
家
版
、
一

九
七
七
）。

（
30
）　

鳴
海
祥
博
「
道
成
寺
本
堂
―
建
築
的
特
質
を
探
る
」（
前
掲
注
（
11
）
図
録
）
は

由
良
興
国
寺
の
影
響
を
想
定
す
る
。

（
31
）　

大
日
本
史
料
六
―
二
二
所
収
（
史
料
編
纂
所
蔵
色
川
三
郎
兵
衛
編
『
古
文
書
雑
集
』

謄
写
本
第
七
冊
）。
海
津
一
朗
氏
に
御
教
示
を
賜
っ
た
。
な
お
、「
大
雄
禅
寺
」
を
大
日

本
史
料
は
紀
伊
国
内
の
寺
院
と
解
す
る
が
該
当
す
る
寺
院
は
存
せ
ず
、
和
泉
国
大
雄
寺

（
高
石
市
）
へ
の
寄
進
と
解
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
32
）　

稲
田
利
徳
「『
耕
雲
紀
行
』
注
釈
（
二
）」（
岡
山
大
学
『
研
究
集
録
』
一
〇
六
、

一
九
九
七
）
お
よ
び
同
「（
五
）」（
同
一
〇
九
、
一
九
九
八
）。

［
附
記
］

　

貴
重
な
文
書
・
典
籍
の
調
査
研
究
を
ご
許
可
い
た
だ
い
た
道
成
寺
院
主
小
野
俊
成
師
に

記
し
て
深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
小
稿
は
科
研
費18K

00318

に
よ
る
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

（
14
）　
『
親
元
日
記
』
同
日
条
。
小
田
幸
子
「
能
『
道
成
寺
』
の
成
立
―
舞
台
化
の
方
法
」

（『
藝
能
史
研
究
』
二
二
四
、
二
〇
一
九
）
は
《
鐘
巻
》
成
立
の
上
限
を
寛（

一
四
六
四
）

正
五
年
頃
と

比
定
。

（
15
）　

創
建
縁
起
は
開
帳
興
行
の
場
に
即
し
た
「
略
縁
起
」
系
統
と
十
七
世
紀
末
期
制
作

『
紀
道
大
明
神
縁
起
』
等
「
本
縁
起
」
系
統
に
分
類
さ
れ
る
（
拙
稿
「「
道
成
寺
建
立
縁

起
」
考
」
東
悦
子
編
『
わ
か
や
ま
を
学
ぶ
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
七
。
同
「
道
成
寺

建
立
縁
起
の
展
開
と
来
歴
」
前
掲
注
（
11
）
図
録
）。

（
16
）　
『
御
坊
市
土
地
分
類
亜
調
査
（
細
部
調
査
）
報
告
書
』（
和
歌
山
県
御
坊
市
、
二
〇

〇
三
）。
重
文
絵
巻
下
巻
冒
頭
の
景
観
は
、
あ
る
段
階
で
の
実
景
で
あ
っ
た
。

（
17
）　
〔
十
八
世
紀
初
〕
制
作
の
絵
巻
一
軸
が
第
三
世
院
主
盛
海
に
よ
っ
て
紀
道
神
社
に

奉
納
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）　
『
美
浜
町
史 

史
料
編
』
史
料
目
録
所
載
。

（
19
）　

菊
地
仁
「
東
北
地
方
の
〝
髪
長
姫
〟
と
〝
玉
取
姫
〟」（『
國
學
院
雑
誌
』
一
一
四

︲
一
一
、
二
〇
一
三
）。

（
20
）　

徳
田
和
夫
「『
道
成
寺
縁
起
』
の
在
地
伝
承
系
の
絵
巻 

翻
刻
─
付・翻
刻
二
種
」（『
学

習
院
女
子
大
学
紀
要
』
一
二
、
二
〇
一
〇
）。

（
21
）　
「
略
縁
起
」
型
の
縁
起
は
、
遅
く
と
も
宝（
一
七
六
一
）

暦
十
一
年
の
寺
内
居
開
帳
で
出
陳
さ
れ

て
い
た
「
九
蜑
王
子
像
」
髻
部
の
図
像
と
の
対
応
か
ら
、
文
武
天
皇
像
・
紀
道
明
神
像

と
あ
わ
せ
た
三
軸
を
出
陳
す
る
開
帳
興
行
の
場
で
こ
そ
機
能
し
て
い
た
（
前
掲
注

（
15
）
拙
稿
）。

（
22
）　

坂
本
亮
太
「
日
高
川
流
域
の
中
世
」（
前
掲
注
（
11
）
図
録
）
に
詳
述
さ
れ
る
。

（
23
）　
『
美
浜
町
史 

史
料
編
』
所
収
本
文
に
拠
っ
た
。

（
24
）　
『
伏
見
宮
家
九
条
家
旧
蔵
諸
寺
縁
起
集
』（
図
書
寮
叢
刊
、
一
九
七
〇
）
所
収
本
文

に
拠
っ
た
。

（
25
）　
『
日
本
絵
巻
物
全
集
』
一
八
所
収
。
注
（
12
）
高
野
論
考
、
注
（
９
）
千
野
論
考


